
 
  
  
  

  

いいよよいいよよ新新年年！！  

年年度度末末にに向向けけ、、有有終終のの美美をを！！  
～～  入入学学式式・・始始業業式式・・終終業業式式のの式式辞辞、、生生徒徒集集会会のの話話  ままととめめ  ～～  

 

【「入学式」４月８日の式辞より抜粋】 

2023WBC 優勝の日本代表 栗山監督の著書（「栗山魂」）から、 

高校生活を送るうえで、大切にしてほしい三つのことを紹介。 

◎一つめ…栗山監督「嫌なこと、苦しいことは、実は自分が 

変われるチャンス。苦しまないと知恵は生まれない。」皆さん 

も、これからの学校生活を、自分に言い訳をせず、逃げずに、 

自分を信じて、夢や志を追いかけて「挑戦」をしてほしい。 

◎二つめ…栗山監督「僕は人生の分岐点で、幸運な出会いに 

恵まれました。どうして幸運が訪れたのか。あえて言うなら、 

『徳』です。人のためにどれだけ尽くせるかです。」 

皆さんも、「人のためにどれだけ尽くせるか」という姿勢を意識してほしい。 

◎三つめ…栗山監督はメニエール病と闘いながらのプロ野球生活。家族やお世話に 

なった人たちに感謝の気持ちを持つことができたから、病を克服。」  

皆さんも「ありがとう」という想い、言葉を、常に意識して生活してほしい。 

 

【夏休み前「生徒集会」７月 18 日の話より抜粋】 

パリ・オリンピックでバレボール日本代表として活躍した 

石川祐樹選手の「挑戦で人生を変える」ための名言 

「トライしないと何も始まらない。」 

「自分次第で、その先の人生が変わる。」 

「どれだけ本気になれるか、それに尽きる。」 

「良い経験も悪い経験も絶対にプラスになる。」 

を紹介。生徒の皆さんも、石川選手のように、 

自分の人生の為に、資格取得や部活動で好成績など、 

何かに、真剣に「挑戦」をする「夏休み」にしてほしい。 

 

【夏休み後「生徒集会」８月 26 日の話より抜粋】 
パリ・オリンピック柔道女子 48kｇ級で、ともえ投げと 

関節技で金メダルを獲得した角田夏実選手は、表彰式で 

大粒の涙で泣いた唯一の日本のメダリスト。 

元々の階級に“阿部詩”選手がいたので階級変更を決意。 

そして、その減量苦に耐えて世界一！角田選手の努力は 

世界一と紹介。生徒の皆さんも、これからの人生のために、亀田選手のように、 

「あきらめず」→「新たな挑戦」 

→「耐えて」→「達成」→「涙」 

をするようにしてほしい。 

 

 

【「前期終業式」10月４日の式辞より抜粋】 

大リーグ史上初「50-50」達成した大谷選手が、 

時計メーカ SEIKO の「時間と挑戦」のインタビューで 

「やるべきことを逆算して簡素化して無駄のないようにして、 

その日一番重要な作業に時間をかけます。」との回答を紹介。 

生徒の皆さんも、「秋休み中」に、大谷選手のように、 

その日にやるべきことを初めに簡素化して、自分の人生にとって 

重要なことを、1 日で１番時間をかけるように心がけてほしい。 

 

【「後期始業式」10月 15日の式辞より抜粋】 
昨年 2023 年、阪神タイガース 18 年ぶりのリーグ優勝、 

38 年ぶりの日本一に導いた、岡田監督の名言 

「野球では常に最悪の事態を想定してゲームを進める。」を紹介。 

本日(10 月 15 日)誕生日ドイツ哲学者ニーチェの 

『脱皮できない蛇は滅びる。』（変化なしはダメになる）を紹介。 

生徒の皆さんは、「後期」に、岡田監督のように、一瞬一瞬、 

最悪にならないようにより良く考動をするように変化してほしい。 

 

【冬休み前「生徒集会」の話 12月 24日の話より抜粋】 

新年の抱負を考えてほしいということから、 

大リーグ史上初「50-50」達成し、ドジャーズの 4 年ぶりの 

ワールドシリーズ制覇に貢献し、3 度目の MVP にも輝いた 

大谷選手の「目標設定の仕方」を３つ紹介。 

▶１「目標は数値化すべき」…大谷選手は高校 1 年生で 

マンダラチャートに球速 160km と書き、高 3 夏の甲子園 

予選で達成。160km がモチベーションにと分析。 

▶２「目標は書き出すべき」…大谷選手高校時代の 

「人生設計シート」について「期限と数字を書くことが 

目標に近づきやすい。」 

▶３「目標は細分化すべき」…大谷選手は、「毎日バット 

を振るより、毎日何分間・何本振るの方が達成しやすい。」 

生徒の皆さんは、新年の抱負として、 

「○○〇（今年より成長する数値目標付）を達成するため 

に、毎日△△△（小さな数値目標付）する」を書いてほしい。 

 

【冬休み後「生徒集会」の話１月８日の話より抜粋】 

新年の抱負（目標）を考えましたか？ということから、 

▶私自身も目標の立て方として「昨年より今年」「昨日よりも今日」 

を紹介。さらに「３日坊主も、続ければ成長がある。」も、 

4 日目に修正して、新たな明日の目標を立て続ければ良い。と紹介。 

▶中国の殷王朝を開いた湯王（とうおう）が自戒の句 

「今日の行いは、昨日よりも新しく良くなり、明日の行いは 

今日よりも新しく良くなるように心掛けなければらない。」を紹介。 

▶脳科学者 茂木 健一郎「夢や目標が脳を進化させる」 

「常に新たな挑戦を続けることで、 

人間の潜在能力を引き出す」 

生徒の皆様は、「昨日より今日、今日より明日」と、 

何度も目標を修正して、最終的に、目標を達成した、 

学校生活になってほしい。 
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